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国
民
健
康
保
険
の

隣
同
協
内
総
際
線
級
(
以
下
単
に

「
閉
関
係
い
と
公
い
ま
す
〉
の
制
腕

出
品
の
概
況
や
、
城
間
的
に
お
け
る

帯
漆
計
獲
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い

て
は
、
ナ
で
に
広
報
に
掲
殺
害

一
れ
ま
し
た
の
で
御
彩
加
閣
の
こ
と

?
と
思
い
ま
す
。
今
附
闘
は
州
側
関
崎
陪

と
甲
山
縁
組
甜
険
制
杭
ハ
以
下
出
平
に
「
保
険

一
割
棋
」
主
公
い
ま
ず
〉
の
問
問
題
を

一
中
心
主
し
て
制
郵
務
総
恥
官
僚
上
げ

一
ま
ず
。

-
j

一
向
係
機
後
諮
問
諜
税
に
つ
い
て

1
・
ー
瑚
耕
酬
明
略
核
制
問
と

級
制
偶
畿
務
議

加
開
協
開
制
慨
は
国
組
照
明
礎
控
闘
の
後

郊
に
ゆ
見
て
る
た
め
、
簡
保
の

被
保
険
様
で
あ
る
倹
術
家
に

保
険
税
が
掛
離
せ
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
後
保
険
者
で
な
い

品
執
務
中
中
山
哨
%
も
、
そ
の
品
位
務
自
門

に
被
然
験
者
が
あ
る
場
合
に

は
、
柿
担
保
険
者
で
あ
る
線
合

主
蹴
開
制
慨
に
線
税
さ
れ
ま
す
。

ハ
凶
地
方
税
仲
間
滋
七
省
三
条
の

一
一
一
及
び
我
時
開
予
幣
際
問
附
陪
附
康

相
保
胤
脱
税
条
例
)

時
間
翻
附
糊
制
闘
は
問
問
月
一
認
で
み

り
ま
す
申
旬
、
年
臨
眠
中
途
(

凶
月
二
日
H

以
後
〉
に
@
お
い
て

仙
波
務
時
間
の
全
員
の
転
入

が
あ
っ
た
と
き
、
締
も
、

絞
殺
義
務
の
ぬ
設
が
あ
っ

た
主
き
は
、
そ
の
ぬ
伎
の

期

mmか
ら
だ
倒
閣
に
よ
っ
て

線
税
き
れ
ま
す
。

料
品
世
帯
員
の
余
品
川
の
い
験
則
悶

が
あ
っ
た
と
き
、
総
ち
、

拙
制
緩
麟
職
務
が
液
晶
視
し
た
と

き
は
、
そ
の
出
例
措
閉
し
た
月

ま
で
月
割
芯
よ
っ
て
制
糊
剥
脱

さ
れ
ま
す
(
条
隊
第
九
条
〉

算
定
と
納
付
に
つ
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m開
国
同
組
帆
白
線
出
品

然
減
税
の
総
額
以
伊
決
定
き

れ
ま
ナ
紅
、
そ
の
総
額
を
一
腕

抱
月
と
資
出
胞
に
叫
ん
側
関
し
て
、

A
R

殺
し
て
い
た
だ
く
も
の
統
制
持

制
御
及
び
資
鐙
樹
博
(
応
抽
出
総
v

k
、
郎
部
数
出
り
後
州
国
一
を
受
け
る

削
割
合
に
甘
描
い
た
抽
般
的
隊
級
品
鞘
均

等
制
御
及
び
世
帯
出
初
予
緑
樹
附

ハ
応
益
制
国
V

の
合
計
蛸
鯛
に
よ

っ
て
算
出
品
さ
れ
ま
す
。
斡
柑
輔
献

に
村
内
ナ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
鱒
合

は
、
柚
地
方
綴
仲
間
及
び
条
例
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
算
出
の
滋
程
は
次

の
と
お
り
で
あ
れ
ソ
ま
す
。

い

τ
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需
用
錨
げ
を
醐
開
制
棋
の
対
象
と
し

ま
す
が
、
知
関
年
中
の
所
得

主
凶
弘
、
輸
相
続
招
待
金
額
か
ら

所
得
税
の
議
磁
波
除
額
〈

九
万
円
〉
を
幾
削
引
い
た
綴

に
対
し
て
百
分
の
一
・
七

が
絞
殺
ら
れ
ま
す
。
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滋
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副
都
平
等
制
削
柑
酬
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骨
額
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告
ま
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ぞ
れ
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す
@
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、
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務
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留
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が
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る
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割
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、
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殺
中
山
の
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開
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が
軽
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語
れ
ま

す。
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猿
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ハ
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一
一
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波
〉
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穏
の
う
ち

求
簸
と
胸
部
陥
胞
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係
る
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百
分
の
八
が
線
せ
ら
れ
ま



の
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伐
糊
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次

に
A
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古
田
肘
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し
て
い
た

が
九
き
ま
す
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地
方
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の
後
端
附
脳
出

一
材
棋
に
ふ
品
関
阪
で
な
像
情
惜
し
て
い

一
る
入
の
点
刺
殺
機
き
ま
す
主
折
角

一
の
投
壊
が
綴
議
と
な
や
ま
ず
の

一
で
尊
い
一
一
世
滑
な
側
関
添
い
の
な
い

一
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
わ

…
か
ら
な
い
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主
が
あ
号
ま
し
た

一
ら
投
開
娘
師
川
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係
に
遠
慮
な
く
お

一
一
尋
ね
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い
。
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後

一

時

一

小
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一
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六
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一
一
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は
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る

一
参
議
防
防
織
問
鶴
間
淵
関
滋
e

ハ
仙
地
方
区
)

一
の
・
窓
会
棺
例
制
師
会
が
本
駒
内
で
は
、

幻
一
五
月
二
十
五
日
午
後
二
時
、
か
ら

〈
よ
拭
係
子
第
一
小
学
後
で
隊
機
さ

れ
ま
す
a

す。

料
被
保
険
者
均
等
制
部
は
、

被
保
険
点
鳴
に
対
し
て
一
人

当
。
ニ
セ
ハ
U
田
村
が
謙
せ
ら

れ
ま
す
。

同
食
品
市
刷
訓
ヂ
拙
吋
剣
山
仙
、
一

澄
務
当
り
五
三

O
同けが潮時

せ
ら
れ
ま
す
。
皆
持
雨
ね
の
側
関

h
k
添
げ
ま
す
と
、
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現

ソ

《

け
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品内剛山

波
乱
，

)
 
制問rs
、
以
上
の
と
お
ち
マ
為
号
ま

し
て
、
平
均
年
制
税
縮
問
凶
料
、
…

品
臥
蹴
市
滋
り
約
一
二
五
一
ニ

cmと

な
り
、
劫
料
総
数
者
一
人
当
り

約
七
六
甲
乱
闘
υ
と
な
り
ま
す
。

ロ
懲
役
務
部
納
付
に
つ
い
て

主
軸
耕
輔
期

決
定
さ
れ
た
年
制
制
緩
は
、

年
即
時
間
関
に
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
れ
ソ
て
お
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
総
綴
法
、

第
一
…
獄
中
ハ
月
刊
日
か
ら

六
月
淀
川
十
日
ま
で

第
二
綴
九
月
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で

簿
一
一
一
期
十
一
月
一
お
か
ら

十
一
月
三
十
R
ま
で

筑
間
問
州
側
ス
月
一
段
か
ら

一
月
二
十
九
日
ま
で

資産割事責点

E
帥
開
制
部
品
樹
腕
割
付
金
繰
綿
間
像

品
射
線
の
到
来
し
て
い
な
い

後
泌
総
を
納
付
さ
れ
ま
す
と

防
税
条
例
の
幽
止
め
る
と
こ
ろ

に
よ
っ
て
、
繍
md拠
金
げ
か
交
付

さ
れ
ま
す
。

8
経
滞
晶
高
等

保
険
相
続
も
、
町
民
税
や
附
悶

総
資
絞
殺
主
同
じ
よ
う
に
、

柚
納
糊
蛸
ま
で
に
納
付
が

柄
拘
山
あ
り
ま
せ
ん
と
、
緩

q
u

。ρ

何
一
一
同
機
織
が
か
か
れ
ゾ
努
抑
止

符
止
状
が
発
品
判
事
れ
ま
ず

机

計

と

督

促

多

数

料

、

滋

役
合
間
関
知
加
算
金
が
徴
収
詩

吟

れ

ま

す

。会
納
税
組
合
由
加

入
似
つ
い
て

仙
納
税
抑
制
点
悶
に
ぷ
入
さ

れ
て
お
ら
な
い
方
は

こ
れ
を
機
会
ぶ
級
会

に
い
加
入
し
て
い
た
だ

き
、
益
出
世
や
月
相
聞
を

務
総
し
て
、
保
険
税

mw
納
付
合
し
て
い
た

出

だ

き

た

い

k
思
い
ま

緩

す

。

同
一

5
異
議
指
南
申
立

内

me

保
楠
m滋
の
察
官
起
に
つ

い
て
淡
争
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
令
書
を

受
夜
っ
た
良
か
ら
一
品
十
日
以

内
に
貯
町
長
に
闘
関
税
附
の
ゆ
広
が

附
則
条
ま
す
。

一
向
日
告
唱
と
が
密

後
険
制
例
は
目
的
滋
で
あ
り
ま

ず
か
ら
、
保
協
例
制
執
の
使
途
は
被

保
険
者
の
制
球
級
品
料
品
刊
の
み
に
使

用
さ
れ
る
も
わ
明
、
お
り
、
仙
聞
の

町
総
と
途
っ
て
徐
険
制
酬
の
納
付
尉
践

と
事
れ
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て

関
係
樹
鴇
緩
め
鎚
は
保
険
制
棋
の
品
料

品
目
減
絞
め
紛
州
に
あ
る
と
癒
し

て
も
滋
設
で
は
あ
ち
ま
砕
い
ゐ
。

隠
の
皆
保
険
制
制
緩
に
よ
号
制
純
一
生

L
ま
し
た
こ
の
悶
倒
的
探
縦
波
*
、

町
民
の
皆
鎌
田
お
力
に
よ
っ
て

育
成
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

心
か
ら
お
綴
い
中
上
げ
る
次
第

で
あ
ち
ま
令
。
ハ
伺
障
措
時
現
時
〉

t
B
4
3

，、，、，
a
h
a
-

拙
制
機
靴
柴
崎
買
の
住
宅
の
廷
闘
関
鵠
偶
然

同

日

本

語

炎

の

予

穿

接

電

一

…

2
2
0平
方
米
以
上

ヰ

ヌ

月

ー

:
6・
之
、

B
u
t
t
-

一
一
一
平
夏
以
下
ハ
約
九

一

ー

ー

ネ

め

に

お

申

込

み

ゃ

い

1
1
|

坪
以
上
気
十
六
移
設
F
)

…

i

i

た
だ
し
、
公
樹
略
的
w
級
協
同
伎
宅

一
本
々
も
ま
た
、
口
マ
京
総
炎
の

ω
M
W怒
沼

絞

〈

初

め

て

こ

の

に

増

築

す

る

岬

明

A
n
は
、
公
涯

一

除

草

す

る

学

僚

が

綬

ず

い

て

ま

玄

関

脇

狩

楠

搬

な

受

け

る

き

綴

〈

的

制

緩

品

開

の

日

か

ら

4

年
以

一

い

り

ま

し

た

そ

こ

れ

が

予

防

一

人

八

十

門

ふ

ん

も

た

終

巡

し

、

増

築

の

時

搬

出

純

一

対

策
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